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　北欧４カ国の服飾や雑貨を扱う
「北欧倶楽部」（白馬本店）が、旧軽
井沢銀座にオープンした。オーナー

直輸入のセーターや

ファブリックが揃う北欧雑貨店
が長野オリンピックに関連する視察
でノルウェーを訪れた際、購入した
セーターの品質の良さに驚き、直輸
入するようになった。フィンランド
のアーティスト、カイスラ・ケルッ
トゥが描いた同国の景色を編み込ん
だ「アートセーター」を、国内で唯
一一般販売している。素材はイタリ
ア製のメリノウール100％で、「軽く
て暖かいです。軽井沢の冬にもぴっ
たりですよ」。スウェーデンの伝統
工芸品「ダーラ
へスト」に、バ
ッグやマフラー
等も揃う。

スウェーデン「エーケルンド」社の、ムーミンがデ
ザインされたランチョンマットなどのファブリック
製品もある。

北欧倶楽部
軽井沢町軽井沢 667-1
10:00 〜 18:00　不定休
TEL0267-41-0078
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　大好きな軽井沢に住んで、4 年目にな

ります。子どもの頃から、家族で夏は軽

井沢に来ていて、将来は住みたいと思っ

ていました。夢が実現し、住民になって

みると、別荘に来ていた時とは、ずいぶ

ん違う印象を軽井沢町に持ちました。そ

れまで住んでいた東京と比べて、住民と

ともにという「協働」の精神がないよう

に思いました。行政が、これまでしてき

たやり方が正しく、新しいことには取り

組まない、いろいろ言うとクレーマー

扱いされる、と以前から住んでいる友

人に言われました。図書館友の会や軽

井沢文化協会、軽井沢学園を応援する

会など、多くのボランティア活動をし

ていて、私も、新住民にとっての、こ

の高い壁は何だろう、と考えてきまし

た。まる 3 年経って、言うだけではダ

メで、私たちもできることをしますか

ら一緒にやりましょう、という姿勢で

活動するのがよいのでは、と思うよう

になっています。

　最近取り組んでいるのは、ひとつは、

協働するために、もっと町の情報を公

開してほしいという提言を、これまで

も情報公開に取り組んできている、軽

井沢文化協会から、今年 4 月に町長に

提出しました。審議会等の情報公開の

徹底、審議会等のあり方、軽井沢町に

5 つある中長期計画について、提言し

軽井沢のために、できる活動を

ました。5 月末の町からの回答は、満

足いくものでは、ありませんでした。

審議会等の情報公開については、小さ

い町で町民と委員の関係が密接だから

公開できない、とのこと。開示請求し

ないと知ることができないのは、おか

しいと思います。一方、審議会等で、

多い人は 12 もの委員をしていること

については、幅広い人材の登用は必要、

ということでしたので、人材リストを

提供するなどしていきたいと考えてい

ます。何回も提言を繰り返すことで、

少しずつでも前進できればと思ってい

ます。また、軽井沢を考える女性たち

の会で、昨年秋に、教育と子育てにつ

いて、町長・教育長・議長に提言をし、

今年１月に回答をもらいました。今年

は、医療・介護について検討していま

すが、教育・子育てについても、再提

言をしていきます。もうひとつ、図書

館を支援する軽井沢図書館友の会で、

離山図書館の、学習・研究の場として

の活性化のために活動しています。昨

年 4 月に、町と住民の協働のモデルと

して、「ラウンジ文庫」を開設しました。

心打たれた本にメッセージをつけて寄

贈していただき、貸出ノートで貸し出

しています。軽井沢が、よりよくなる

ように、できることをしていきたいと

思っています。

　軽井沢駅から徒歩5分、ウッドデ
ッキやテラス席のある、開放感あふ
れるダイニングカフェがオープンし
た。昼は、ジューシーな信州ポーク
自家製ベーコン丼（1000円）やパス
タ（980円～）に、サラダとスープが
付く。夜は、専用のオーブンでラク
レットチーズを溶かしてかける、ラ
クレットポテト（890円）、ラクレッ

とろ～りチーズを

テラス席で味わう

トベーコン（1290円）などのメニュ
ーが並ぶ。「クセが無く食べやすいチ
ーズで、何にかけても合います。お
酒とともにどうぞ」とマネージャー
の太田さん。＋500円でラクレット
チーズを追加することもできる。

ランチのポークステーキプレート (1200 円、サラダ・ス
ープ付 ) 信州ポークのステーキが 2 枚とボリューム満点。

RLIC CHANTIE（リック シャンティ） 
軽井沢町軽井沢東 18-13　11:00 ～ 23:00
水曜定休 ( 水 ･ 木連休の場合あり )　 表示価格は税別
TEL.0267-31-5575
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離山図書館


